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全国大会出場おめでとう

　小中学生に夢を持って、豊かな生活を送れるように、
著名な文化人やスポーツ選手らを講師として招く「夢
プロジェクト」。
　10 月 15 日、広田中学校にボーカルグループ「クー
リーハイハーモニー」の４人が訪れました。力強く感
情豊かな美しいハーモニーで５曲を披露し、生徒らを
魅了しました。
　メンバーは、「30 年間、変わらない仲間とともに活
動してきました。友達や周りに支えられていることに
感謝し、ぜひ夢に向かって努力してほしい」と生徒ら
に呼びかけました。

「夢プロジェクト」開催
生徒たちに贈る、夢を育むメッセージ

 11 月 8 日、「マツとキノコ」をテーマに、秋の慶
野松原を散策するイベントが開催され、親子連れを
中心に 49 人が参加しました。
　参加者たちは、日頃から松原の保全に尽力する

「慶野松原根上がり隊」や森の博士とともに歩きな
がら、大切に手入れされてきた美しい松並木と、そ
こに自生する多彩なキノコについて学びました。

慶野松原で自然を感じよう

マツとキノコのフィールドワーク
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児童の声を形にするワークショップ

旧倭文中学校の跡地に遊び場を
　市では、令和 3 年度に閉校した旧倭文中学校の跡
地を利用し、新たに屋内遊び場の整備を検討していま
す。この取り組みは、市民の皆さんと一緒に創り上げ
ていくことを目指しており、そのために定期的なワー
クショップの開催を予定しています。
　その一環として、10 月 14 日に倭文小学校の 6 年
生を対象にワークショップを開催しました。参加した
10 人の児童たちはまず、旧倭文中学校の跡地を実際
に見学し、その後グループに分かれて意見交換を行い
ました。児童たちは自分の考えを活発に出し合い、互
いの意見を聞いて発表するなど、積極的に取り組んで
いました。
　ワークショップは終始和やかな雰囲気で進み、子ど
もたちからは「トランポリンやアスレチックがあったら
楽しい」「この施設を活用して、さまざまな体験イベン
トを開催してほしい」など、具体的で生き生きとした
アイデアが多く寄せられました。また、「みんなで協力
して意見を出し合うのが楽しかった」「自分のアイデア
を発表できてよかった」といった感想も聞かれました。
　児童らは、出し合った意見を 11 月 30 日に開催さ
れた第 2 回市民ワークショップにて発表しました。
　今後も市と地域の皆さんが一体となって考え、地域
の声を大切にしながら、誰もが楽しめる屋内遊び場の
実現に向けて取り組んでまいります。


